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平成２５年第５回大仙市議会臨時会会議録第２号

平成２５年１１月１２日（火曜日）

議 事 日 程 第 ２ 号

平成２５年１１月１２日（火曜日）午前１０時開議

第 １ 議長報告 ・平成２５年度財政援助団体監査報告書

第 ２ 議案第１２１号 西部学校給食センター建設（建築）工事請負契約の締結につ

いて （教育福祉委員長報告・質疑・討論・表決）

第 ３ 議案第１２２号 西部学校給食センター建設（機械設備）工事請負契約の締結

について （教育福祉委員長報告・質疑・討論・表決）

第 ４ 議案第１２３号 平成２５年度大仙市一般会計補正予算（第４号）

（教育福祉委員長報告・質疑・討論・表決）

第 ５ 議案第１２４号 平成２５年度大仙市学校給食事業特別会計補正予算（第４

号） （教育福祉委員長報告・質疑・討論・表決）

第 ６ 議案第１２５号 平成２４年度大仙市一般会計歳入歳出決算の認定について

（決算特別委員長報告・質疑・討論・表決）

第 ７ 議案第１２６号 平成２４年度大仙市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

の認定について（決算特別委員長報告・質疑・討論・表決）

第 ８ 議案第１２７号 平成２４年度大仙市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の

認定について （決算特別委員長報告・質疑・討論・表決）

第 ９ 議案第１２８号 平成２４年度大仙市土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算

の認定について（決算特別委員長報告・質疑・討論・表決）

第１０ 議案第１２９号 平成２４年度大仙市学校給食事業特別会計歳入歳出決算の認

定について （決算特別委員長報告・質疑・討論・表決）

第１１ 議案第１３０号 平成２４年度大仙市奨学資金特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて （決算特別委員長報告・質疑・討論・表決）

第１２ 議案第１３１号 平成２４年度大仙市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認

定について （決算特別委員長報告・質疑・討論・表決）
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第１３ 議案第１３２号 平成２４年度大仙市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の

認定について （決算特別委員長報告・質疑・討論・表決）

第１４ 議案第１３３号 平成２４年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計歳

入歳出決算の認定について

（決算特別委員長報告・質疑・討論・表決）

第１５ 議案第１３４号 平成２４年度大仙市特定地域生活排水処理事業特別会計歳入

歳出決算の認定について

（決算特別委員長報告・質疑・討論・表決）

第１６ 議案第１３５号 平成２４年度大仙市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算

の認定について（決算特別委員長報告・質疑・討論・表決）

第１７ 議案第１３６号 平成２４年度大仙市老人デイサービス事業特別会計歳入歳出

決算の認定について

（決算特別委員長報告・質疑・討論・表決）

第１８ 議案第１３７号 平成２４年度大仙市スキー場事業特別会計歳入歳出決算の認

定について （決算特別委員長報告・質疑・討論・表決）

第１９ 議案第１３８号 平成２４年度大仙市内小友財産区特別会計歳入歳出決算の認

定について （決算特別委員長報告・質疑・討論・表決）

第２０ 議案第１３９号 平成２４年度大仙市大川西根財産区特別会計歳入歳出決算の

認定について （決算特別委員長報告・質疑・討論・表決）

第２１ 議案第１４０号 平成２４年度大仙市荒川財産区特別会計歳入歳出決算の認定

について （決算特別委員長報告・質疑・討論・表決）

第２２ 議案第１４１号 平成２４年度大仙市峰吉川財産区特別会計歳入歳出決算の認

定について （決算特別委員長報告・質疑・討論・表決）

第２３ 議案第１４２号 平成２４年度大仙市船岡財産区特別会計歳入歳出決算の認定

について （決算特別委員長報告・質疑・討論・表決）

第２４ 議案第１４３号 平成２４年度大仙市淀川財産区特別会計歳入歳出決算の認定

について （決算特別委員長報告・質疑・討論・表決）

第２５ 議員の派遣について
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出席議員（２８人）

１番 冨 岡 喜 芳 ２番 秩 父 博 樹 ３番 細 谷 洋 造

４番 佐 藤 隆 盛 ５番 後 藤 健 ６番 佐 藤 育 男

７番 石 塚 柏 ８番 藤 田 和 久 ９番 佐 藤 文 子

１０番 小 山 緑 郎 １１番 茂 木 隆 １２番 佐 藤 芳 雄

１３番 古 谷 武 美 １４番 武 田 隆 １５番 金 谷 道 男

１６番 高 橋 幸 晴 １７番 大 野 忠 夫 １８番 小 松 栄 治

１９番 渡 邊 秀 俊 ２０番 佐 藤 清 吉 ２１番 児 玉 裕 一

２２番 高 橋 敏 英 ２３番 千 葉 健 ２４番 大 山 利 吉

２５番 本 間 輝 男 ２６番 鎌 田 正 ２７番 橋 本 五 郎

２８番 橋 村 誠

欠席議員（０人）

遅刻議員（０人）

早退議員（０人）

説明のため出席した者

市 長 栗 林 次 美 副 市 長 久 米 正 雄

副 市 長 老 松 博 行 教 育 長 三 浦 憲 一

代 表 監 査 委 員 福 原 堅 悦 総 務 部 長 元 吉 峯 夫

企 画 部 長 小 松 英 昭 市 民 部 長 山 谷 勝 志

健 康 福 祉 部 長 今 田 秀 俊 農 林 商 工 部 長 佐々木 誠 治

建 設 部 長 田 口 隆 志 上 下 水 道 部 長 小 松 春 一

病 院 事 務 長 伊 藤 和 保 教 育 指 導 部 長 小笠原 晃

生 涯 学 習 部 長 佐 藤 裕 康 総 務 課 長 伊 藤 義 之

議会事務局職員出席者

局 長 木 村 喜代美 参 事 伊 藤 雅 裕

主 幹 堀 江 孝 明 副 主 幹 田 口 美和子
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主 査 佐 藤 和 人

午前１０時００分 開 議

○議長（橋村 誠） おはようございます。

これより本日の会議を開きます。

○議長（橋村 誠） 本日の議事は、議事日程第２号をもって進めます。

○議長（橋村 誠） 議事の都合により、暫時休憩いたします。再開時間は追って連絡し

ます。

午前１０時００分 休 憩

…………………………………………………………………………………………………………

午前１０時５０分 再 開

○議長（橋村 誠） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。

○議長（橋村 誠） 日程第１、諸般の報告をいたします。

平成２５年度財政援助団体監査報告書が市監査委員から提出されましたので、別添お

手元に配付のとおり報告いたします。

○議長（橋村 誠） 次に、日程第２、議案第１２１号及び日程第３、議案第１２２号の

２件を一括して議題といたします。

本２件に関し、委員長の報告を求めます。教育福祉常任委員長１０番小山緑郎君。

（「議長」と呼ぶ者あり）

○議長（橋村 誠） はい、１０番。

【１０番 小山緑郎議員 登壇】

○教育福祉常任委員長（小山緑郎） それでは、ご報告いたします。

本会議第１日に当委員会に審査付託となりました事件につきまして、去る１１月６日

に委員会を開催し、所管関係部長等の出席を求めて慎重審査いたしましたので、その経

過及び結果についてご報告いたします。

議案第１２１号「西部学校給食センター建設（建築）工事請負契約の締結について」
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でございますが、当局からの内容説明に対し、委員から「現在の給食センターは今後ど

のようになるのか。」との質疑があり、それに対して当局からは「協和地域と西仙北地

域の給食センターについては、老朽化が進んでおり解体の方向で検討している。また、

神岡地域の給食センターについては、学校に隣接ということもあり、放課後児童クラブ

での使用などが検討されている。」との答弁がありました。

討論はなく、採決の結果、出席委員の一致をもちまして、本件は原案のとおり可決す

べきものと決しました。

次に、議案第１２２号「西部学校給食センター建設（機械設備）工事請負契約の締結

について」でございますが、当局からの内容説明を了とし、質疑及び討論はなく、採決

の結果、出席委員の一致をもちまして、本件は原案のとおり可決すべきものと決しまし

た。

以上で報告を終わります。

○議長（橋村 誠） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はありません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋村 誠） 質疑なしと認めます。

【１０番 小山緑郎議員 降壇】

○議長（橋村 誠） これより討論に入ります。討論の通告がありませんので、討論なし

と認めます。

これより議案第１２１号及び議案第１２２号の２件を一括して採決いたします。本２

件に対する委員長報告は原案可決であります。本２件は、委員長報告のとおり決するこ

とにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋村 誠） ご異議なしと認めます。よって本２件は、原案のとおり可決されま

した。

○議長（橋村 誠） 次に、日程第４、議案第１２３号及び日程第５、議案第１２４号の

２件を一括して議題といたします。

本２件に関し、委員長の報告を求めます。教育福祉常任委員長１０番小山緑郎君。

（「議長」と呼ぶ者あり）
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○議長（橋村 誠） はい、１０番。

【１０番 小山緑郎議員 登壇】

○教育福祉常任委員長（小山緑郎） ご報告いたします。

議案第１２３号「平成２５年度大仙市一般会計補正予算（第４号）」につきましては、

当局からの内容説明に対し、委員から「峰山荘移転改築事業費補助金について、大仙市

産を主とする秋田県産材を使用するということであるが、どれくらい使うのか。」との

質疑があり、それに対して当局からは「木材の使用量については８５０．８㎥で、その

うち県産材は６２６㎥と予定している。」との答弁がありました。

その他、質疑がありましたが、当局の説明を了とし、討論はなく、採決の結果、出席

委員の一致をもちまして、本件は原案のとおり可決すべきものと決しました。

次に、議案第１２４号「平成２５年度大仙市学校給食事業特別会計補正予算（第４

号）」につきましては、当局からの内容説明を了とし、質疑・討論はなく、採決の結果、

出席委員の一致をもちまして、本件は原案のとおり可決すべきものと決しました。

以上で報告を終わります。

○議長（橋村 誠） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はありません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋村 誠） 質疑なしと認めます。

【１０番 小山緑郎議員 降壇】

○議長（橋村 誠） これより討論に入ります。討論の通告がありませんので、討論なし

と認めます。

これより議案第１２３号及び議案第１２４号の２件を一括して採決いたします。本２

件に対する委員長報告は原案可決であります。本２件は、委員長報告のとおり決するこ

とにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋村 誠） ご異議なしと認めます。よって本２件は、原案のとおり可決されま

した。

○議長（橋村 誠） 次に、日程第６、議案第１２５号から日程第２４、議案第１４３号

までの１９件を一括して議題といたします。
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本件に関し、委員長の報告を求めます。決算特別委員長２５番本間輝男君。

（「議長」と呼ぶ者あり）

○議長（橋村 誠） はい、２５番。

【２５番 本間輝男議員 登壇】

○決算特別委員長（本間輝男） ご報告申し上げます。

去る１１月６日の平成２５年第５回臨時会本会議第１日目において、当委員会に審査

付託となっておりました議案第１２５号「平成２４年度大仙市一般会計歳入歳出決算の

認定について」から議案第１４３号「平成２４年度大仙市淀川財産区特別会計歳入歳出

決算の認定について」までの１９件について、１１月６日から本日までの７日間にわた

り委員会及び分科会を開催し、この間、担当職員の出席を求め、監査委員の審査意見書

を参考に、予算が適正かつ効率的に執行されているかどうか慎重に審査をいたしました

ので、審査の経過及び結果についてご報告いたします。

審査は、総務民生、企画産業、教育福祉、建設水道の４分科会を設置し、担当部門を

決め、所管する決算について個別に審査し、疑義を質しながら軽微な改善事項について

はその都度関係職員に善処方を求めて審査を行ったところであります。

また、本日、当局の出席を求め、各分科会から審査報告を行った後、委員会として質

疑、討論、採決を行い、審査結果と意見について申し上げたところであります。

それでは、審査における主な意見について順次申し上げます。

はじめに、総務民生分科会について申し上げます。

１点目は、一般会計における財政状況は公債費負担適正化計画に沿いながら市債発行

額の抑制等を図った結果、実質公債費比率及び将来負担比率が改善され、また、財政調

整基金が２４億円を超えるなど健全な方向に進んでいる。しかし、合併特例期間の期限

を迎える平成２７年度以降は普通交付税の大幅な縮減が見込まれるので、厳しい財政状

況を全庁において共有し、引き続き財政運営の健全化に努められたい。

２点目は、自主防災組織の育成と活動強化では、平成３０年度末までに自主防災組織

の結成率を８０％にすること、平成２６年度末までに市民防災士を１５０名育成するこ

とを目標としている。平成２４年度では、１４６団体にヘルメット等が支給されている

が、このうち新規に結成されたのは１４団体で、訓練経費の補助を受けたのは４団体に

止まっている。自主防災組織の、より一層の結成率の向上に努めるとともに、防災資機

材の支給にとどまらず、これらを活用した防災訓練を実施するなど、自主防災組織が形
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骸化しないよう、計画をもって進められたい。

３点目は、大曲地域及び協和地域の６財産区では、山林の保全管理に努めているが、

その主な財源は前年度繰越金と財産維持管理基金からの繰入金であり、厳しい財政運営

になりつつあります。財産区の運営状況を精査し、将来の財産区のあり方について検討

協議を始められたい。

４点目は、子育て支援の充実として進めている医療給付扶助費（市単独上乗せ分）に

ついては、生活基盤の弱い世代にとっては医療費の自己負担分の助成は有効な事業であ

り、さらに少子化問題も克服できる事業と思われ、平成２４年８月から中学生の入院費

の助成も開始されており、子育ては平成２５年度予算における重点施策と位置付けられ

ていることから、財政状況を勘案しながら、今後、中学生の通院費の助成も検討してい

ただきたい。

次に、企画産業分科会について申し上げます。

１点目は、地域協議会関連経費について、委員の出席率を高めるための検討を行うと

ともに、各地域の研修会や全体研修会については積極的に開催していただきたい。

また、地元住民に事業目的の理解を一層深めていただくため、活動内容の周知に努め

られたい。

２点目は、不用額の多い事業については、執行率向上のための対策を検討されたい。

特に人材育成事業費補助金については、事業対象者の増加を図るため、関係部署と連携

し、事業の周知や制度の改善等を検討されたい。

３点目は、市民との協働によるまちづくりを推進するために、桜守プロジェクト事業

に力を入れ、今後も継続して進められたい。

４点目は、東部地区に続き西部地区新規就農者研修施設ができたことにより、若い世

代の就農が期待される。今後も就農支援を継続し、大仙市農業の発展に努められたい。

５点目は、林道維持管理費については、林道延長に比べ予算額が確保できていないこ

とから、林道としての機能が十分果たせるよう、予算の確保に努められたい。

６点目は、昔ながらの農村の素晴らしさを観光素材として伝えていくため、農村景観

の維持に取り組み、観光振興につながるＰＲ活動の展開を図られたい。

７点目は、緊急雇用基金事業が一部を除き平成２５年度で終了することから、企業新

事業展開応援事業や製造業企業力アップ応援事業の新たな事業を柔軟に活用し、大仙市

から産業を興こしていくという気概をもって雇用機会の創出に努められたい。
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次に、教育福祉分科会について申し上げます。

１点目は、福祉事業の中で過去数年間実施し利用率が３０％台の事業については、基

本的に見直しを行っていただきたい。同じ予算規模で事業を継続する場合でも、対象者

の年齢引き下げや助成額の引き上げを検討するなど、思い切った見直しを行い、市民に

満足していただけるような内容で利用促進に努められたい。

２点目は、健康診断について、事業所や市の検診を受診できない世代の検診を新たに

構築し、病気の早期発見・治療に結びつけ、さらなる市民の健康増進に努められたい。

３点目は、生涯スポーツの推進として市の大きな事業になっている５００歳野球大会

について、年々出場チームが増加し、盛大に行われている。そのメイン会場の野球場周

辺の道路が狭隘なことから、拡幅するなど周辺の環境整備を検討されたい。

４点目は、収入未済に対する取り組みについて、特に給食費の収納率が９８．６５％

と非常に高く、取り組みの成果が認められる。今後においても取り組みを継続し、収納

率の向上に努められたい。

５点目は、予算の執行について、当初予算の科目から９０％以上を流用している課所

が見受けられる。予算の流用は予算の不足を補う例外的な手段であり、慎重な予算要求、

予算執行に努められたい。

最後に、建設水道分科会について申し上げます。

１点目は、道路維持管理費及び道路改良事業においては、不用額が発生しているが、

本庁・支所間の調整を行い、できる限り市民の強い要望に応えられるよう、事業の推進

に努められたい。

また、春先の陥没箇所による事故の賠償事件が数回報告されているため、パトロール

の強化とともに大仙市職員全員からの陥没等の情報が得られるよう検討されたい。

２点目は、社会資本整備総合交付金にかかわる中通線街路整備事業については、補助

金の配分が下がってきていることから、完成の延期が懸念される。補助金の交付につい

て、国・県に強く要望し、早期の完了に努められたい。

３点目は、大曲駅前第二地区土地区画整理事業については、換地交渉及び平成２７年

度までにハード事業を終了し、計画予算内で完了するよう努められたい。また、空き地

が予想されるので、指導・助言に努力されたい。

４点目は、公園の維持管理について、財政状況が厳しくなることから、地元自治会へ

の譲渡、委託などの検討時期にきている。調査をして、維持管理費の縮減を図るよう努
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められたい。

５点目は、住宅使用料の滞納については、税などの収納担当との情報を密にして、市

全体での収納率の向上に努められたい。

また、住宅の維持管理費の歳出の項目について、本庁・各支所間でばらつきがある。

合併して９年を経過しているので、事務処理の統一に向けて検討されたい。

６点目は、水道料金の徴収については、鋭意努力されているようだが、年々未収金が

増加している。滞納者の実態を把握して給水停止制度の活用により、的確に対応される

よう努められたい。

７点目は、下水道等の加入促進と分担金、使用料の収納率の向上を図るとともに、一

般会計からの繰り入れの軽減に努められたい。あわせて、下水道事業については、進捗

率が低いことから、事業の見直しについて早急に検討されたい。

また、下水道等の汚泥肥料代については、財産として適正な管理に努められたい。

以上、平成２４年度大仙市一般会計及び各特別会計歳入歳出決算の審査意見書として

議長に提出しております。

委員会において、議案第１２５号「平成２４年度大仙市一般会計歳入歳出決算の認定

について」の質疑はなく、討論においては「地方財政抑制のため、職員定数と給与削減

を進めるなど、国の地方財政計画に沿った執行であり、本決算は認めることはできな

い。」と反対する発言がありました。

採決の結果、出席委員の多数をもって、本決算は認定すべきものと決した次第であり

ます。

また、議案第１２６号「平成２４年度大仙市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

の認定について」から議案第１４３号「平成２４年度大仙市淀川財産区特別会計歳入歳

出決算の認定について」までの１８件につきましては、質疑・討論もなく、全会一致で

認定すべきものと決した次第であります。

なお、市長から、それぞれの分科会で指摘のあった内容に関して発言がありました。

財政全般については、今後も財政の健全化に向けた取り組みを一層進め、持続可能な

財政運営の確立を図ること。各事業の利用促進については、事業実態の把握に務め、利

用率アップのための対応を協議検討していくこと。各課所間の連携については、限りあ

る予算を十分に活用するため、地域間の連絡及び調整を今以上に密にし、市民の満足度

が向上するように努めていくこと。このほか、各分科会において指摘のあった事項につ
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いては、今後の予算執行や平成２６年度予算編成の上で、実施並びに十分検討すること

とあります。

当局におかれましては、これらの意見等を踏まえまして、平成２６年度予算編成への

反映をはじめ、今後の各種施策の改善、あるいは評価された施策の推進に一層努めてい

ただくことを望むものであります。

以上で報告を終わります。

○議長（橋村 誠） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はありません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋村 誠） 質疑なしと認めます。

【２５番 本間輝男議員 降壇】

○議長（橋村 誠） これより討論に入ります。討論の通告がありますので、発言を許し

ます。９番佐藤文子さん。

（「議長」と呼ぶ者あり）

○議長（橋村 誠） はい、９番。

【９番 佐藤文子議員 登壇】

○９番（佐藤文子） 私は、議案第１２５号、平成２４年度大仙市一般会計歳入歳出決算

の認定について、反対の立場から討論を行います。

平成２４年度一般会計予算審議にあたり、私は政府予算が消費税増税を前提とする一

方で年金削減、後期高齢者医療及び介護保険料の大幅値上げ、年少扶養控除の廃止や特

定扶養控除縮減による住民税の大幅な増税、地方交付税削減の一環として単独一般行政

経費や給与関係費の削減など、社会保障切り捨てと地方財政を厳しく抑制したものであ

り、こうした国の地方財政計画に従い、市職員数と給与の削減や各種福祉サービス、住

宅リフォーム助成の上限額の縮減など、住民サービスの後退が見られるとして反対した

ものでありました。

本決算はその執行であり、賛成はできないのであります。

大仙市は少子高齢化が進展し、高齢者世帯は増加しております。加えて、異常気象に

よる豪雨・豪雪災害への不安、さらには消費税増税や社会保障全般にわたる制度改悪、

そしてＴＰＰ問題による地域経済へのさらなる悪化への懸念が高まっているところであ

ります。
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こうしたもとで地域経済を守り、住民が安全に安心して暮らせるまちづくりのために

は、行政の役割が非常に大きく、雇用対策、防災対策の充実をはじめ、きめ細かな行政

サービスと福祉サービスの構築は欠かせないものであります。市職員を削減する適正化

計画をやめるように求めて反対討論を終わります。

以上です。

【９番 佐藤文子議員 降壇】

○議長（橋村 誠） ほかに討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋村 誠） これにて討論を終結します。

これより、ただいま議題になっております案件中、議案第１２５号を採決いたします。

この採決は起立をもって行います。本件に対する委員長報告は認定であります。本件は、

委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

（賛成者２５人 起立）

○議長（橋村 誠） 起立多数であります。よって本件は、認定することに決しました。

次に、議案第１２６号から議案第１４３号までの１８件を一括して採決いたします。

本１８件に対する委員長報告は認定であります。本１８件は、委員長報告のとおり決す

ることにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋村 誠） ご異議なしと認めます。よって本１８件は、認定することに決しま

した。

○議長（橋村 誠） 次に、日程第２５、議員の派遣についてを議題といたします。

お諮りいたします。地方自治法第１００条第１３項及び会議規則第１６５条の規定に

より、お手元に配付のとおり平成２５年度秋田県市議会議長会議員研修会へ議員派遣す

ることにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋村 誠） ご異議なしと認めます。よって、平成２５年度秋田県市議会議長会

議員研修会へ議員派遣することに決しました。

○議長（橋村 誠） 閉会前でありますが、市長より発言の申し出がありますので、これ



- 27 -

を許します。栗林市長。

【栗林市長 登壇】

○市長（栗林次美） この場をお借りいたしまして、去る１１月７日に発生した落雷によ

る協和スキー場の被害につきまして報告させていただきます。

協和スキー場におきましては、１２月２１日からの営業に向けた準備作業を進めてお

りましたが、１１月７日夕方から夜間にかけて雷雨が発生し、翌８日の午前９時から施

設内を調査したところ、第２ペアリフト操作盤とキュービクルが落雷により破損してい

ることが判明いたしました。

現在、通電不可能な状態となっており、詳細な被害状況や復旧に係る経費などにつき

ましては、索道業者が調査中であります。

今シーズンの営業開始も間近に控えていることから、復旧経費等につきましては、必

要に応じて専決処分により措置させていただきたいと考えておりますので、よろしくお

願い申し上げます。

【栗林市長 降壇】

○議長（橋村 誠） 以上で、本臨時会の日程は全て終了しました。

これにて平成２５年第５回大仙市議会臨時会を閉会いたします。

大変ご苦労様でした。

午前１１時２０分 閉 会
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